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平成19年度学生による授業評価に関する報告

専修大学経営学部

自己点検･評価実施委員会

まえがさ

平成19年度の｢学生による授業評価｣について,その実施状況および実施した

教員と回答した学生に関する全体的概要を報告する｡ご協力いただいた学部内外

の教員各位に感謝申し上げる｡また,準備から分析結果の配布にいたる作業をご

担当いただいた教務課職員各位にも,お礼を申し上げる｡

平成19年度から経営学部経営学科の専門科目のカリキュラムが変更され,今後

は新たなカリキュラムを評価していくことになる｡そのために有益な情報を得る

ための一つの手段が,学生による授業評価であろう｡そこで,授業評価をどのよ

うに実施し,その結果を分析したらよいか,考えておかなければならない｡平成

19年度は冊子版の報告書を作成する年度ではないが,新しいカリキュラムを考慮

して,冊子版の作成を見据えた概要をまとめることにした｡

平成19年度は主に前期に学生による授業評価を実施し,その結果を教員が後期

の講義で生かすことができるように計画した｡そのようにした理由は,次に述べ

る通りである｡

すでに外国語科目などの展開が前期･後期に分けられているが,変更されたカ

リキュラムでも,すべての専門科目の展開が前期･後期に分けられた｡それにと

もない,授業評価も前期･後期それぞれで実施することが望ましい｡当然のこと

ながら,変更前のカリキュラムの授業評価も実施したい｡しかしながら,予算の

制約や実施にあたる教職員の負担を考えると,これまでと同じ対象科目に対する

授業評価を年2回行うことは,困難であると判断した｡

実施の詳細については,本報告の｢授業評価の実施｣をご覧いただきたい｡

平成20年7月
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平成19年度経営学部自己点検･評価実施委員会

宇佐美嘉弘(委員長),青木章通(副委員長),植松日子太郎,

倉持俊弥,山田耕嗣,斎藤実,佐藤康一郎

1.授業評価の目的

学生による授業評価の目的は,受講した学生の評価･意見に基づいて,授業の

改善点を模索することにある｡学生の要求･学力と授業内容を照応させること,

もしくは授業方法により一層の工夫を凝らすことなどの作業は,避けて通ること

のできない問題である｡

ところで,学生の評価に無原則に随従することがあってはならないことも,も

とより自明である｡しかし,学生による授業評価が,授業改善に役立つデータで

あることもまた否定できない事実であり,我われ教員の主体的な取り組みが問わ

れている｡

ただし,平成7年度に,初めて授業評価を実施した際の教授会申し合わせ事項,

｢教員の勤務評定には絶対に利用しない｣ことにも留意する必要がある｡

2.授業評価調査票の内容

平成19年度の授業評価調査票では,平成18年度と同じ質問項目で,マーク形式

の調査票と自由記述形式の調査票を用いた｡マーク形式の調査票については,す

べて5段階評価による25の質問項目を次の4つの群に分けている｡

A.授業の環境･方法について

B.授業の内容について

C.あなたについて

D.総合評価について(A～Cを踏まえて)

また,自由記述形式の調査票での質問は次の通りである｡

(記入欄1 -13)

(記入欄14-18)

(記入欄19-24)

(記入欄25)
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この授業について,良かったと思う点や改善を求めたいと思う点を,施設

･設備面についての評価も含め,具体的に書いてください｡

回収した自由記述の回答内容は,当該科目の担当者のみが参照し,その概要報

告を自由記述教員アンケートとして当委員会委員長が受ける｡アンケートの内容

は次の通りである｡

-.自由記述評価で先生の授業について｢良かった｣と評価されている点

はどんな点だったでしょうか｡

二.自由記述評価で先生の授業について｢改善した方がいい｣と評価され

た点はどんな点だったでしょうか｡

≡.以上の結果をどのように受け止め,どのように授業を進めたらよいと

思われますか｡

四.自由記述評価のなかで,施設･設備面に関する学生の要望があがって

いる点はどんな点でしょうか｡

自由記述形式の調査票および自由記述教員アンケートは,平成17年度の委員会

が定めたものである｡

3.授業評価の実施

経営学部の学生による授業評価は,これまで主に学年末(後期末)に実施して

きた｡平成19年度の入学者から,経営学部のカリキュラムが変更されたことにと

もない,専門科目の講義は前期･後期それぞれで終了することになった｡新しい

カリキュラムを評価するために,継続的に授業評価を分析しなければならないが,

新旧のカリキュラムが併存している状況で,前期･後期それぞれ授業評価を実施

するとなると,委員会および教務課では大変な負担がかかる｡さらに,これまで

も評価してくれた学生に結果をフィードバックするために,前期末に授業評価を

実施するべきではないかという意見はあった｡

そこで,平成19年度は授業評価を以下のように実施した｡
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1.前期は,委員会として実施するべきであると判断した指定科目につい

て,担当者に実施を依頼した｡ただし,担当者が実施を希望しない場合

には,科目名を委員会に申し出る｡

指定科目:経営学部に配当されている英語科目,平成19年度カリキュ

ラム専門科目の1年次配当科目(入門ゼミナールは除く)

2.後期は,基礎演習とスポーツ･ウェルネス･プログラムに区分される

科目のみを指定科目とした｡これら科目区分の授業は一部を除いて後期

にのみ展開している｡

3.指定科目以外の科目については,担当者が授業評価を希望する場合に

は,科目名と希望実施時期(前期のみ,後期のみ,前後期)を委員会に

申し出る｡

実施可能な科目:経営学部専任教員が担当しており経営学部に配当さ

れている科目および兼任教員が担当している経営学部専門科目

実施しない科目:他学部のみ配当科目,企業研修,ゼミナール,卒業

論文,教養ゼミナール,教養演習,総合科目

4.授業評価の実施を指定科目で希望しない科目(上記の1と2)および

指定科目以外で希望する科目(上記の3)を委員会に申し出てもらうた

め,アンケートを事前に行った(平成19年5月)0

5.授業評価を実施した時期は次の通り｡

前期は平成19年7月上旬,後期は平成19年12月上旬

6.教員への個別の集計結果を返却した時期は次の通り｡

前期分の返却は平成19年度後期開始直後,後期分の返却は平成20年5

月上旬

7.前期分については,個別の集計結果を返却するとともに,系列別や学

年別などの集計結果を教授会で回覧資料として示した｡

4.授業評価実施教員および回答者の概要

カリキュラムが変更された平成19年度の実施状況のまとめ方は,将来の分析の

方針をたてるのに影響する可能性がある｡新しいカリキュラムが進行する平成20
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表1.科目区分ごとの授業評価実施状況　前期

科目区分 劍ｻ8蹴��ｩD:Hﾉ9D2��剔蜉w専任教月 劍ｧyYI�ｩD8ｻ8蹴�剋�ﾆ 劍ｧy�b�
敬 ��倡ｲ�割合 佝��実施 乖Hﾘr�数 們�邊�割合 ��B�実施 乖Hﾘr�数 ��邊�割合 

平成19年度か �?ﾉnR�経営※オムニバス形式 迭�2 鼎���R�5 �"�40.0% 迭�2 鼎���R�8 �2�37.5% 都�r�245 �3B�"R�

らのカリキユ �H轌.��｢�会計 釘�3 都R��R�4 �2�75.0% 釘�3 都R��R�5 �2�60.0% 都�r�188 �#b�"R�

ラムの専門科 剩ｭ済 釘�2 鉄���R�4 �"�50.0% 釘�2 鉄���R�4 �"�50.0% 都�r�150 �#�纈R�

日 刄}ーケテイング 迭�4 塔���R�5 釘�80.0% 迭�4 塔���R�5 釘�80.0% 都�r�412 鉄r絣R�

情報処理,情報システム 途�4 鉄r��R�4 釘�100.0% 釘�4 ������R�18 ��"�66.7% ������660 鉄偵�R�

統計 �"�1 鉄���R�2 ���50.0% ���1 ������R�4 �"�50.0% �3SR�132 �3r�"R�

基礎演習 Ⅰ指定】 竸ｸｴﾂ��饑�8ｨ6X8�5b�6v�｢��yﾒ�2 ���50.0% �"�1 鉄���R�2 ���50.0% �"�1 鉄���R�17 ����58.8% 

老骨管理放論Ⅰなし】 � �� �� �� �� �� �� �� 

テーマ ーなし】 舒仂h,h�8�ｨ耳��橙�7�986�88�ｹ���(,h馼ｼh�vR�ﾈ�zｨ6h5X4892�4�8ﾘ�ｸ6�8ｲ�7ﾘ6ﾈ5x8�986r�ｮ仂iUﾘ廁,h7H4�486�985��ｮ仂hｨ�:�,h檍ﾇh�饑��ﾍｨｷ�i��ｸ,h7ﾘ�ｸ5�6X48984��7(5x6ﾈ5り5ﾈ8ｨ8X�ｸ5h8x92��ﾉ4倬�ﾋ�,i&ﾘ����"�uEH7h8ﾘ7H4h6(5h8x6�8ｲ� �� �� �� �� �� �� �� 

寄付講座,特殊講義【なし】 � �� �� �� �� �� �� �� 

外国沓講説Ⅰなし】 � �� �� �� �� �� �� �� 

スポーツ.ウエルネス.プログラム(SWP)tなし】 剪� �� �� �� �� �� �� ��

平成18年度ま でのカリキュ ラムの専門科 El r希望実施】 佝��¥｢�軽骨 会計 軽済 商学 情報管理 外国番講読,共通科目 ��1 2 4 2 1 �� ���"�2����� ��1 2 3 1 0 �� �"�2�R�"��� ��104 88 272 23 4 ��

教養教育Ⅰ希望実施】 英語【指定】 剴C2�21 鼎ゅ３�7 �"�28.6% 釘�2 鉄���R�84 �3R�41.7% �#涛"�1112 �3r�"R�

英語以外の外国語Ⅰ希望莫施】 保健体育(理論科目)lなし】 教職,司缶.司番数論,学芸員課程【希望実施】 劔3 剴���1 剴B��92 

指定した科目区分のみの合計 剴s"�38 鉄"繧R�33 ����57.6% �#��19 田R絣R�130 田"�47.7% 都3S��2909 �3偵bR�

全体の実施合計 剪�51 �� �#r� ��27 �� 都�� ��3492 ��

注1. 【指定】は,委員会で爽施対象として指定した科目区分を示す｡ Ⅰ希望実施】は,指定ではないが,教員の希望で尭姑を認めた科El区分を示す｡ (なし】は,授菜が展開されていない科目区分を示す｡

注2. 【指定】の科目区分の教員の｢数｣は指定した数を示す｡授業の｢数｣は同じ科目で複数展開している場合には,展開数を数えた｡学生の｢数｣は指定した授業に履修登録している学生の蕊数を示す｡
注3. 【指定】の科目区分については,指定した数に対して実施した割合が分かるようにした｡ Ⅰ希望莫施】については実施した数のみを示した｡

注4.専門科目で平成18年度までの科目と平成19年度までの科目が合併開講されている場合には, 1つの授業が平成18年度までと平成19年度からの2箇所で数えられるo英語は平成18年度から.英語以外の

外国語は平成17年度からカ1)キュラムが変更されており,変更前後の科目が合併されている場合には. 2つの授羊として数えられる｡
注5.平成18年度までの専門科Elの｢共通科目｣に含まれるのは,経済英語,経営法学.商法Ⅰ.商法Ⅱ.労働法,民法,特殊講義である｡



表2.科目区分ごとの授業評価実施状況　後期

科目区分 劍ｻ8蹴��ｩD:Hﾉ9D2��剔蜉w専任教月 劍ｧyYI�ｩD8ｻ8蹴�剋�ﾆ 劍ｧy�b�
敬 們�邊�割合 佝��実施 乖Hﾘr�敬 們�邊�割合 佝��実施 乖Hﾘr�数 們�邊�割合 

平成19年度か らのカリキュ ラムの専門科 目 �?ﾉnR�hｯ9eﾘ��邵�｢�経営※オムニバス形式 会計 経済 マーケテイング 情報処理.情報システム 統計 ��2 �� �"� ��2 �� �"� ��220 ��

基礎演習 僮ｸｴﾂ�8 釘�50.0% 迭�2 鼎���R�5 �"�40.0% ����6 田���R�335 ��s��50.7% 

I指定】 ��饑�8ｨ6X8�5b�8 迭�62.5% 迭�5 ������R�5 迭�100.0% ��R�9 田���R�712 �#�2�39.7% 

軽骨数学 �"�1 鉄���R�2 ���50.0% �"�1 鉄���R�2 ���50.0% ��R�7 鼎b縒R�

論理 �2�3 ������R�3 �2�100.0% �2�3 ������R�3 �2�100.0% 鉄"�38 都2��R�

経営管理絵論tなし】 � �� �� �� �� �� �� �� 

テーマ Ⅰなし】 舒仂h,h�8�｢竟�橙�7�986�88�ｹ���(,h馼ｼhﾇ�eﾂ��ﾙzｨ6h5X4892�4�8ﾘ�ｸ6�8ｲ�7ﾘ6ﾈ5x8�986r�ｮ仂iUﾘ廁,h7H4�486�985��ｮ仂hｨ�:�,h檍ﾇh�饑��ﾍｨｷ�i��ｸ,h7ﾘ�ｸ5�6X48984��7(5x6ﾈ5り5ﾈ8ｨ8X�ｸ5h8x92��ﾉ4倬�ﾋ�,i&ﾘ����"�ﾅH7h8ﾘ7H4h6(5h8x6�8ｲ� �� �� �� �� �� �� �� 

寄付講座,特殊講義Ⅰなし】 � �� �� �� �� �� �� �� 

外国沓講読はし】 � �� �� �� �� �� �� �� 
スポーツ.ウエルネス.プログラム(SWP)Ⅰ指定】 剴2�2 田b縒R�3 �"�66.7% ���1 ������R�2 �"�100.0% �#c��133 鼎偵bR�

平成18年度ま でのカリキュ ラムの専門科 目 【希望実施】 佝��¥｢�軽骨 会計 経済 商学 情報管理 外国沓講読,共通科目 ��7 3 1 3 7 6 �� 途�"�����"�2� ��6 2 1 1 2 3 �� ��"�b���b�ﾆﾂ�r� ��1321 260 28 492 286 245 ��

教養教育f希望実施】 剪�2 �� �"� ��2 �� 迭� ��441 ��

英語Ⅰ希望実施】 英語以外の外国語Ⅰ希望実施】 保健体育(理論科目)【希望実施】 教磯,司書.司昏教諭,学芸貞課程【希望実施】 劔3 剴���0 剴2��97 

指定した科目区分のみの合計 剴#B�15 田"絣R�18 ��2�72.2% ��b�12 都R��R�32 �#��65.6% ��3�"�631 鼎R縒R�

全体の実施合計 剪�49 �� �32� ��31 �� 都B� ��4021 ��

注.表1の注1から注5を参府せよ｡
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表3.科目区分ごとの授業評価実施状況　前後期合計

科目区分 劍ｻ8蹴��ｩD:Hﾉ9D2��剔蜉w専任教員 劍ｧyYI�ｩD8ｻ8蹴�剋�ﾆ 劍ｧy�b�
敬 們�邊�割合 佝��実施 乖Hﾘr�敬 們�邊�割合 佝��実施 乖Hﾘr�敬 們�邊�割合 

平成19年度か �?ﾉnR�経営※オムニバス形式 ��2 �� �"� ��2 �� �2� ��245 ��

らのカリキユ �I��ｨ轌.や�会計 �3 剴2��3 剴2��188 

ラムの専門科 目 佩8ｯｨｯ9eﾘ��邵�｢�経済 マーケテイング 情報処理,情報システム 統計 �2 4 6 1 剴"�B�b����2 4 6 1 剴"�ﾄ���B�"��150 412 880 132 

基礎演習 �ｸｴﾂ�8 釘�50.0% 迭�2 鼎���R�5 �"�40.0% ����6 田���R�335 ��s��50.7% 

【指定】 ��饑�8ｨ6X8�5b�8 迭�62.5% 迭�5 ������R�5 迭�100.0% ��R�9 田���R�712 �#�2�39.7% 

経営数学 釘�2 鉄���R�4 �"�50.0% 釘�2 鉄���R�4 �"�50.0% �3"�17 鉄2��R�

論理 �2�3 ������R�3 �2�100.0% �2�3 ������R�3 �2�100.0% 鉄"�38 都2��R�

経営管理総論【なし】 � �� �� �� �� �� �� �� 

テーマ 【なし】 舒仂h,h�8�｢竟�橙�7�986�88�ｹ���(,h馼ｼhﾇ��2��ﾙzｨ6h5X4892�4�8ﾘ�ｸ6�8ｲ�7ﾘ6ﾈ5x8�986r�ｮ仂iUﾘ廁,h7H4�486�985��ｮ�乖�:�,h檍ﾇh�饑��ﾍｨｷ�i��ｸ,h7ﾒﾘ5�6X48984��7(5x6ﾈ5り5ﾈ8ｨ8X�ｸ5h8x92��ﾉ4倬�ﾋ�,i&ﾘ����"�uEH7h8ﾘ7H4h6(5h8x6�8ｲ� �� �� �� �� �� �� �� 

寄付講座,特殊講義(なし】 � �� �� �� �� �� �� �� 

外国昏講読Ⅰなし】 � �� �� �� �� �� �� �� 

スポーツ.ウエルネス.プログラム(SWP)(指定】 剴2�2 田b縒R�3 �"�66ー7% ���1 ������R�2 �"�100.0% �#c��133 鼎偵bR�

平成18年度ま でのカリキュ ラムの専門科 冒 Ⅰ希望実施】 佝��¥｢�経営 会計 経済 商学 情報管理 外国沓講読,共通科目 ��8 3 3 7 9 7 �� 唐�"�2�B�2�2� ��7 2 3 4 3 3 �� ��B�b�B�ﾆﾂ��2��� ��1425 260 116 764 309 249 ��

教養教育【希望実施】 剪�2 �� �"� ��2 �� 迭� ��441 ��

英語【前期指定,後期希望莫施】 劔24 剴"��2 剴3���1209 

英語以外の外国語【希望実施】 保健体育(理論科目)Ⅰ希望莫施】 教磯,司番.司番数論,学芸員課程(希望実施】 劔3 剴���1 剴B��92 

指定した科El区分のみの合計 剴#b�16 田�絣R�20 ��B�70.0% ����13 都"�"R�34 �#"�64.7% ��3湯�641 鼎R繧R�

全体の実施合計 剪�100 �� 田�� ��58 �� ��S2� ��7513 ��

注1.表1の注1. 2, 4, 5を参照せよo

注2.前期と後期の両方で【指定】とした科目区分についてのみ,指定した数に対して実施した割合が分かるようにした｡
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表4.学部大学院別学生数

年度 ����

区分 ���｢�後期 俘xﾇb�

一部 �3C���4012 都S�"�

二部 ���5 迭�

大学院 ���0 ���

科目等履修生 ���0 ���

不明 �"�4 澱�

合計 �3C�"�4021 都S�2�

表5.学部学科別学生数

年度 ����

区分 ���｢�後期 俘xﾇb�

経営学科 �3C#r�3586 都��2�

経済学科 �"�55 鉄r�

国際経済学科 ���18 ����

法律学科 �3��40 都��

政治学科 ���ll ��"�

マーケテイング学科 �"�145 ��Cr�

会計学科 �"�54 鉄b�

日本語日本文学科 ���14 ��R�

英語英米文学科 澱�17 �#2�

人文学科 途�43 鉄��

心理学科 ���8 唐�

ネットワーク情報学科 迭�25 �3��

その他 ���5 迭�

不明 ���0 ���

合計 �3C�"�4021 都S�2�



136 表6.学年別学生数

年度 ����

区分 ���｢�後期 俘xﾇb�

1年 �#Sc��1077 �3cCb�

2年 都sr�1601 �#3s��

3年 都B�906 涛���

4年 �3��378 鼎�b�

5年 �2�29 �3"�

6年 �"�1 �2�

7年 ���1 ���

8年 ���0 ���

その他 ���0 ���

不明 �#��28 鉄r�

合計 �3C�"�4021 都S�2�

表7.性別学生数

年度 ����

区分 ���｢�後期 俘xﾇb�

輿 �#�モ�2624 鼎��"�

女 塔���923 ��sC"�

不明 鼎コ�474 涛S��

合計 �3C�"�4021 都S�2�

5.授業評価の概要

評価については,冊子版の報告書を作成する場合には詳細な分析を行うことに

して,経営学論集で報告する場合には特に触れなくても構わないことになってい

る｡平成16年度の報告では評価について触れておらず,平成17年度には若干の記

述がある｡

冊子版の報告書を作成する年度になって,過去のデータファイルから集計結果

を探し出すのでは,委員会としては余計な手間がかかることになる｡そこで,分

析までは述べないが,前期(表8)と後期(表9)それぞれの全体の授業評価の

概要を掲載しておく｡



表8.授業評価の概要　全体　前期

質問項目 剳]価有効回答中の比率 劔冲ﾈﾏ亜�9ｨﾇb�2ﾃC�)(b�平均値 

適切 ��普通 ��不適切 

A ��隰(ｺｲ慰ﾈ+2顰ik粳~)&yeｲ��40.3% ��偵BR�27.4% 途縒R�5.2% �2ﾃCモ�4.2 

2.声の大きさ,マイクの使い方 �3偵rR�22.2% �#偵坦�5.8% �"紕R�3,485 釘絣�

3.話す速さ �#偵３�21.4% �3b��R�9.9% �"纈R�3,478 釘���

4.板書の字の大きさ �#偵bR�20.3% �3ゅ�R�8.6% �2紕R�3,473 釘�2�

5.枚書の内容.量 �#2紕R�18.4% 鼎�紕R�ll.8% 迭��R�3,465 �2縒�

6.授業の進行速度 �#"�"R�19.3% 鼎�纈R�13.2% 釘絣R�3,480 �2�2�

7.授業の内容量 �#"�"R�19.4% 鼎B�2R�10.9% �2�"R�3,476 �2�2�

8.質問時間 �#�縒R�15.6% 鉄�紕R�9.1% 釘�"R�3,473 �2絣�

9.質問応対 �#"繧R�17.5% 鼎偵RR�6.7% �2絣R�3,467 �2縒�

10.教科書.参考書の指示 �#��"R�20.7% 鼎R紕R�8.6% 釘�"R�3,466 �2綯�

ll.配付資料 �#R��R�20.8% 鼎B��R�6.9% �2��R�3,456 �2纈�

12.授業の開始.終了時刻 �3�綯R�23.3% �3r�2R�6.1% �"縒R�3,475 �2�"�

13.騒がしい学生に対する注意 �#ゅ３�21.2% �3偵�R�6.5% 釘紕R�3,462 �2繧�

満足 ��普通 ��不満足 �� 

B ��B鞅Xｶ�whﾘ��20.3% �#2紕R�39.8% ���綯R�5.9% �2ﾃC���3.5 

15.講義要項に沿っている �#"繧R�24.9% 鼎R�2R�4.6% �"紕R�3,475 �2繧�

16.授業理解度-の工夫 ��偵坦�23.8% 鼎�綯R�10.7% 迭��R�3,473 �2縒�

17.授業内容 ��ゅ３�22.3% 鼎R絣R�9.2% 釘�"R�3,465 �2絣�

18.授業レベル(高低) 俘(+x*ﾈ.��やや高い 處x*"�やや低い �.�+x*ﾈ.��3,460 �2�2�8.5% �#"繧R�59.9% 澱纈R�1.8% 

大いに ��普通 ��しない �� 

C ��帝uﾈ�餾ﾈ�/�+x.��ll.0% ��R�"R�41.1% ��B�"R�18.5% �2ﾃCs��2.8 

20.ノートをとる �#偵BR�21.1% �3R綯R�7.4% 澱絣R�3,480 �2�2�

21.関連文献.資料を読む 湯綯R�12.2% 鼎"紕R�17.1% ��ゅ３�3,465 �"絣�

22.図書館を利用する 迭繧R�5.8% �3���R�15.2% 鼎2�"R�3,464 ��纈�

23.私語をしない努力 �3b縒R�19.0% �3R綯R�5.6% �2��R�3,464 釘���

24.出席率 涛�ﾓ���R�70-89% 鉄�ﾓc坦�30-49% ��ﾓ#坦�3,478 釘綯�64.8% �#���R�13.1% ��絣R�0.5% 

良い ��普通 ��良くない �� 
D �#R��ﾘﾘyUﾘ幵�26.3% �#ゅrR�32.4% 途綯R�4.9% �2ﾃ#唐�3.8 

荏.評価の適切から不適切までの有効回答中の比率は,小数第2位の億を四捨五入しているため,足しても100%に等しくならない場合がある｡
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表9.授業評価の概要　全体　後期

質問項El 剳]価有効回答中の比率 劔冲ﾈﾏ亜�9ｨﾇb�Bﾃ�#�(b�平均値 

適切 ��普通 ��不適切 

A ��隰(ｺｲ慰ﾈ+2顰ik粳~)&yeｲ��44.6% ��偵BR�24.7% 途絣R�3.8% �2ﾃCモ�3.9 

2.声の大きさ,マイクの使い方 鉄R��R�22.8% ��ゅ３�2.5% ��纈R�3,485 釘�2�

3.話す速さ 鼎2�2R�24.4% �#R�"R�5.5% ��綯R�3,478 釘���

4.蔵書の字の大きさ 鼎�紕R�21.1% �#偵2R�6.1% �"��R�3,473 �2纈�

5.板書の内容.量 �3B繧R�20.3% �3B紕R�7.6% �"繧R�3,465 �2繧�

6.授業の進行速度 �3B繧R�24.8% �3���R�7.7% ��縒R�3,480 �2繧�

7.授業の内容量 �3B�"R�23.6% �32繧R�6.6% ��繧R�3,476 �2繧�

8.質問時間 �3�繧R�19.6% 鼎"縒R�5.1% ��纈R�3,473 �2縒�

9.質問応対 �3B�"R�20.7% 鼎���R�3.4% ��縒R�3,467 �2繧�

10.教科書.参考書の指示 �3�縒R�21.7% �3偵bR�5.6% �"絣R�3,466 �2縒�

ll.配付資料 �3r綯R�24.0% �3"紕R�4.2% ��繧R�3,456 �2纈�

12.授業の開始.終了時刻 鼎�絣R�22.6% �#ゅbR�5.4% �"��R�3,475 釘���

13.騒がしい学生に対する注意 鼎�纈R�22.8% �#偵rR�3.8% ��繧R�3,462 釘���

満足 ��普通 ��不満足 �� 

ち ��B鞅Xｶ�whﾘ��34.0% �#R纈R�32.5% 迭縒R�2.0% �2ﾃC���3.8 

15.講義要項に沿っている �3r�2R�27.3% �3"纈R�1.6% ��繧R�3,475 釘���

16.授業理解度への工夫 �3ゅ�R�26.5% �#偵2R�4.5% ��縒R�3,473 �2纈�

17.授業内容 �32繧R�26.5% �3B�"R�3.8% ��縒R�3,465 �2纈�

18.授業レベル(高低) 俘(+x*ﾈ.��やや高い 處x*"�やや低い �.�+x*ﾈ.��3,460 �2紕�
9.8% �#r紕R�59.2% �2��R�0.5% 

大いに ��普通 ��しない �� 

C ��帝uﾈ�餾ﾈ�/�+x.��9.5% ��"纈R�41.4% ��"�"R�23.9% �2ﾃCs��2.7 

20.ノートをとる �3r�2R�21.1% �#偵rR�6.3% 迭綯R�3,480 �2繧�

21.関連文献.資料を読む 免ﾂ絣R�14.7% 鼎�縒R�14.5% ��ゅbR�3,465 �"纈�

22.図書館を利用する 途�2R�8.5% �3��2R�14.7% �3偵2R�3,464 �"�2�

23.私語をしない努力 鼎ゅ�R�17.2% �#r纈R�4.6% �"�2R�3,464 釘���

24.出席率 涛�ﾓ���R�70-89% 鉄�ﾓc坦�30-49% ��ﾓ#坦�3,478 釘�2�
53.9% �#偵bR�14.4% ��綯R�0.5% 

良い ��普通 ��良くない �� 
D �#R��ﾘﾘyUﾘ幵�44.2% �#ゅ�R�21.8% �2綯R�2.4% �2ﾃ#唐�4.1 

注.評価の適切から不適切までの有効回答中の比率は,小数第2位の値を四捨五入しているため,足しても1000/oに等しくならない場合がある｡
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6.授業評価の実施および集計作業に関する課題

平成16年度から,マーク形式の調査票の読み取りおよび授業ごとの集計の作業

を,外部の業者に委託している｡そのため,平成19年度については,前期末に実

施した授業評価の集計結果を,後期の開始時に各教員に返却することができた｡

しかし,年2回実施することで委託費用がかさむため,後期についてはやむなく

委員会が集計作業を行うことにしたが,各教員への結果の返却が新年度の開始時

に間に合わなかった｡大学に対して授業評価のための予算増を要望することは必

要であるが,限られた予算の範囲でどのように授業評価を実施するか,計画を考

えていかなければならない｡


	087_Part127
	087_Part128
	087_Part129
	087_Part130
	087_Part131
	087_Part132
	087_Part133
	087_Part134
	087_Part135
	087_Part136
	087_Part137
	087_Part138
	087_Part139.pdf



